






















































































































































































































































2012年 8 月13日 學員與講座學者報到

























How looking through a gendered 






















　　　 8 月18日 學員與學者離穗
時
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海外レポート
中山大学の胡勁茵氏より送付いただいたデータをそのま
まの形で添付しておく。
　日程表を見ればわかるように， 4 日間にわたって朝か
ら夕方までみっちり講義が行われ，晩には参加者と講師
との間で討論が行われる形となっている。胡勁茵氏から
の説明では，今回は宋史以外の研究者（劉志偉氏は明清
史，劉浦江氏は遼金史の専門家）に方法論を講じても
らった他，研究方法や論文作成について丁寧な指導がな
されたという。中でも劉靜貞，B.Bossler（中文名柏文
莉）両氏のジェンダー史の講義は異彩を放っていたとの
ことであった。現在，世界的に見ても宋代のジェンダー
史の代表的な研究者である両氏の講義，並びに討論の機
会を得た参加者にとっては大きな裨益があったことと思
われる。
　以上，幾つかの活動を断片的に紹介してきた。欧米の
研究状況については不案内で紹介できないが，現在，中
国，台湾では若手研究者養成の国際的な取り組みが進め
られている。こうした一連の取り組みの中で，海外では
数多くの優秀な宋史研究者が養成されており，日本国内
では同様な取り組みを行えない以上，日本の若手研究者
がこうした国際的な取り組みの中へ積極的に参加してい
く姿勢が求められるように思われる。
注
１．「日本の宋代史研究の現状と課題 ― 2011年秋中国上海滞在の
体験を手がかりとして ―」参照。
２．政治大学の前身は1927年に南京で設立された中国国民党中央
党務学校（当時の中国の上級公務員養成の唯一の学校）であ
り、1929年に中央政治学校として改編、1946年、中央政治学校
と中央幹部学校が合併し、国立政治大学となった。1949年国共
内戦を経て中華人民共和国が成立するとともに事実上閉校とな
り、国民党が台湾に逃れた後の1955年に台湾において再興され
た。蒋介石が終生名誉学長となっており、構内に蒋介石の銅像
が建てられている。
３．台湾の日本史の専門教員は非常に少ない。滞在した政治大学
では日本から来ている一名の教員が「助理教授級約聘教學人員」
（契約期間にもとづく教員）と言う形で文理学院歴史学系ではな
く外国語学院日本語文学系に在籍していた。
４．筆者も編集に加わった論文集として『宋代社会のネットワー
ク』（汲古書院、1998年）がある。この論文集の中で、多様な
ネットワークにもとづく柔構造社会としての宋代社会の姿を描
き出そうと試みた。残念ながら、日本ではその後、こうした方
向を発展した宋史の研究は殆ど出されていない。
５．前回の武漢の宋史年会の折に、評審委員就任の依頼を受け、
受諾したため、今回初めて審査会への参加であった。
６．前年度上海師範大学で行われた「宋史講習班」では講師の仕
事を担当させていただいた。その時の様子は注１所掲の文章の
中で書いているので併せて参照されたい。
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